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漢字ドリル！保護者の方もこういうドリルで

勉強した記憶があるのではないでしょうか？目、

口、耳、手など、五感を動かしながらの漢字学

習です。漢字の成り立ちや意味などを学びなが

ら、筆順に気を

付け、空書きは

じめ何回も書き

ながら覚えてい

く。子どもたちの理解力記憶力は本当に素晴ら

しい！今、一番活発に動いている子どもたちの

頭脳、いっぱい学んで力をつけていこうね！

タブレットを活用しての係決め。ペア、グループで活動しながら、それぞれ

の考えを共有し、一つのものとしてまとめていく。子どもたちの「小さな社会

活動」です。自分の意見だけを押し通すということではなく、相手の話を聞き、

考え、思いを受容し、自分の考えと折り合いをつけ、意見をまとめていく。こ

ういったことを繰り返し、子どもたちの社会性は育っていくと感じています。

たかが係決め、されど係決め！といったところでしょうか！

次は黒板と大画面モニターの融合です。先生方はいろいろ工夫しながら授業

を進めています。板書は子どもたちの「学び」の足跡ともいわれます。どのよ

うな授業をしたのか、板書を見ればおおよそわかることも多いからです。今で

はそれにモニターが加わり、多くの情報が子どもたちの目前に示されます。子

どもたちはそういった情報を、また、自分や友達の考えをノートにまとめてい

きます。その「ノートのかき方指導」も行われていました。これは次回に！


